
　㈱ケイ・ウノが展開するジュエリーブ
ランド「ケイウノ」は、㈱JR東海リテイリ
ング・プラス（愛知県名古屋市、代表取
締役社長：小林創）と、東海道新幹線
開業60周年を記念した新製品「開業
列車『ひかり１号』」のゴールドモデル
とシルバーモデル、及び純金製の「新
幹線開業時『硬券きっぷ』」を共同開
発。10月1日より、「JR東海MARKET」
内の同社公式オンラインショップ
「Click！Kiosk」にて、期間及び数量限
定・完全受注生産にて販売開始した。
　この限定商品は、ジュエリー職人の
技術力とクラフトマンシップを活かし
て一つひとつ製作したもの。ケイウノ
は、これまでもJR東海公認の「東海道
新幹線メモリアルリング」など、新幹線
関連のアイテムを提供してきた。同社
は「今回の60周年という大きな節目を

祝うにふさわしい
商品を届けること
ができ大変光栄
です」とコメント。
　ゴールドモデル
は、開業１番列車
「ひかり１号」の新
幹線０系の新大
阪方先頭車をで
きる限り精微に再

現。60周年の歴史に相応しく贅沢
に18金にて製作、華やかさと重厚
感のある特別な記念品だ。運転台
窓枠のフォルムや前頭オオイの形
状、非常口の位置、小さな車側灯に
至るまで、十数年にわたり、原型製
作一筋の熟練の技術者がこだわっ
て表現した。
　中でも、自動ドア横の行先表示板
（通称「サボ」）において、「全席指定」
や「ひかり新大阪」の表記まで再現し
ている点は必見。Ｎゲージサイズで製
作しており、付属のレールに乗せた状
態で展示可能。なお、新幹線の後部
車輛付近に素材の刻印及びシリアル
ナンバーが打刻される。また、オリジナ
ルの専用展示ケースも付属する。価格
は990万円。限定数（受注上限数）6
両。重量は約250～280ｇ（重量に関
しては設計上の理論値であり、実測値
ではない）。
　シルバーモデルは限定60両、66万
円。硬券きっぷは限定60枚、66万円。
受注期間は10月1日10時～12月20
日23時59分まで。納期は4～8カ月を
予定。

　セイコーグループ
㈱のグループ会社で、
セイコーウオッチ㈱の
腕時計製造を担う盛
岡セイコー工業㈱（岩
手県岩手郡雫石町、
代表取締役社長：加
藤幸則）の敷地内に
ある「わくわくの森・わ
くわくトープ」が、環境

省より「自然共生サイト」に認定された。
　「自然共生サイト」は、「民間の取組
等によって生物多様性の保全が図ら
れている区域」を国が認定するもので
「30by30」＊達成に向けた取り組みの
ひとつ。
　盛岡セイコー工業は、敷地内に自然
豊かな森を有しており、森は地域の中
で生態系ネットワークの一部をなして
いる。2011年から開始した生物多様
性保全活動では外部の専門家の指導
を受けながら確実に生物多様性を向
上させてきた。また、保全活動は社員と
その家族による「わくわくの森」の整
備、地域の人々への活動紹介、子供た
ちへの環境教育「セイコーわくわく環
境教室」の開催など、地域社会とのコ
ミュニケーションを図りながら進めて
いる。2022年には、岩手県立大学の協

力を得て、雨水を自
然環境の力で水質
調整しながら活用す
る「わくわくトープ
（ビオトープ）」を創
設。認定にあたりこ
れらの取り組みが評
価された。

　同社グループは、「自然との共生」を
マテリアリティ（重要課題）のひとつに
掲げ、生物多様性の損失を止め、回復
軌道に乗せる「ネイチャーポジティブ」
を目指し、今後もステークホルダーと連
携しながら事業拠点の特長に応じた
生物多様性の保全活動に取り組んで
いくとしている。
＊30by30＝2022年12月に生物多様
性条約第15回締約国会議（COP15）
で採択された「昆明・モントリオール生
物多様性枠組」において2030年グ
ローバルターゲットの1つに盛り込まれ
た目標で、2030年までに、陸と海の
30％以上を健全な生態系として効果
的に保全することを目指している。日本
では2030年までのネイチャーポジティ
ブ（自然を回復軌道に乗せるため、生
物多様性の損失を止め、反転させるこ
と）実現に向けた目標の一つとして
30by30を位置付けている。

　Web3事業に挑戦する国内外の企業
やプロジェクトへコンサルティングサー
ビスを提供する㈱Pacific Meta（東京
都港区、代表取締役：岩崎翔太）が、カ
シオ計算機㈱が運営する「VIRTU-
AL G-SHOCK」プロジェクトのインタ
ビュー記事を公開している。カシオ計算
機は40年もの歴史があるG-SHOCKブ
ランドの新たな可能性を探っている。
　同社は今年3月から「VIRTUAL 
G-SHOCK」プロジェクトの支援を開
始し、以下の3つの主要領域でサポー
トを提供している。
　①グローバルを起点としたマーケティ
ング戦略の立案と実行。②海外Web3
プロジェクトとのコラボレーションのた
めのソーシングと交渉代行。③Discord
やXなどのコミュニティ運営支援。
　また、この支援の成果として、8月に

「STEPN GO」と
のコラボレーショ
ンが実現した。

　今後も海外の著名Web3プロジェク
トとのコラボレーションをはじめとした、

日本のWeb3
プロジェクト・
事業者とのグ
ローバル展開
を積極的に支
援していくとし
ている。
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G-SHOCK×STEPN

ケイウノ

東海道新幹線・開業60周年

　ポッドキャストシ
リーズ「L’Age Di-
or（ディオールの時代）」の日本語版に
ディオールジャパンアンバサダーで俳
優の北村匠海氏が登場した。
　クリスチャン・ディオールの先見性あ
る大胆なビジョンを継承した後継者た
ちに出会い、魅惑的な逃避行へと誘う
同シリーズは、当時ラジオで配信された
貴重なアーカイブで彩られ、6つのエピ

ソードにて、創設
者クチュリエの名

跡を受け継ぐクリエイティブディレク
ターたち：イヴ・サン＝ローラン、マルク・
ボアン、ジャンフランコ・フェレ、ジョン・
ガリアーノ、ラフ・シモンズ、マリア・グラ
ツィア・キウリの数奇な運命を辿る。
　彼らのスタイル、才能、そして無限の
創造性は、ディオールの唯一無二の歴
史を刻んできた。なかでもミニマリストで

現実主義者とし
て知られたラフ・
シモンズのドラマ
ティックな人生を
通してディオール
の新しい魅力を
紐解く旅を楽し
みたい。「夢の王
国」の舞台裏をス
リリングに描いた
同作は、LINEの
お友達限定で聴
くことができる。

メゾンの歴史を紐解くポッドキャスト
「L’Age Dior（ディオールの時代）」

　セイコータイムクリエーション㈱（東
京都江東区、代表取締役社長：瀧沢
観）は、公園などに設置されている
ポール型アウトドアクロックをモチーフ
にした置時計2機種を10月11日より
販売する。取り扱いは、時計専門店、

百貨店、家電
量販店等の時
計売り場、EC 
サイトの他、同
社オンラインス
トア。
　街中や公園
に設置されてい
るポール型アウ
トドアクロック
をモチーフに、
高さ30 .5cm

の卓上サイ
ズにした置
時計。本体
の色は、実
際にポール

型アウトドアクロックで使用されること
の多い「コーヒーブラウン」を採用。台
座には芝生をイメージしたマットをあ
しらい、遊び心ある商品として部屋の
アクセントにと人気が出そうだ。価格
は8,800円。
　さらに、ディズニーモデルとしてミッ
キーマウスの両手で時刻を表示する定
番デザインも登場。ポール時計との組
み合わせ
で ス ペ
シャルな
雰囲気を
演 出 す
る。価格は
11,000
円。

　一般社団法人日本ジュ
エリー協会（JJA。会長：長
堀 慶太）は、8月7日に東
京、名古屋、大阪、福岡、盛
岡、仙台、那覇の7会場で
ジュエリーコーディネー
ター（JC）検定試験を実
施、合否通知を9月17日に
受検者に発送した。
　それによると、受検者数
と合格数は、3級687名中
629名が合格、2級は237
名中134名が合格、1級1
次は16名中3名が合格し、
1級2次試験は10月17日に
東京で実施される予定と

なっている。今年は昨年に
比べると3級受検者が約
100名増え、2級と1級はほ
ぼ同数となった。
　2級試験は「素材・総合」
「製造・商品・総合」「販売・
総合」の3科目があり、全て
の科目に合格した場合2級
合格となる。合格科目の有
効期間はそれぞれ3年間。
　次回の検定試験（第49
回3級）は、2025年3月13
日、札幌、仙台、東京、甲
府、名古屋、大阪、広島、福
岡で実施予定となってい
る。

公園などでのポール型クロックが
卓上サイズの置き時計に
ミッキーマウスバージョンにも注目
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　２０２３年の国内中小企業の特許出
願件数が、２００９年の統計以降、初
めて年間４万件を超えたことが、特許
庁が取りまとめた２０２４年版「特許行
政年次報告書」で分かった。

　２０２３年の特許出願件数は前年比
３．６％増の３００，１３３件であり、中
小企業の出願件数は前年比約１．４％
増の４０，２２１件となり、日本からの出
願の１７．６％を占める。

　中小企業の経営においても知的財
産戦略が重視されてきたことに加え、
２０１９年度以降の制度拡充による中
小向け特許料金の減免制度や手続き
の簡素化などで特許出願件数が伸び
たとみられる。

　特許庁の担当者は４万件を超えたこ
とに関し、「知財を活用する中小の裾野
が広がってきた」と手応えを示した。
　出願内容は、人工知能（ＡＩ）関連の出
願が増加するなど、開発競争が激しい分
野が件数を押し上げた。内訳では特許
出願件数で上位３０社による出願が全
体の２５％を占め、大手製造業を中心に
情報通信技術（ＩＣＴ）など技術革新へ
の対応を強化していることがうかがえる。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）

　其の99

中小企業の特許出願件数、
初の年間4万件超

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』
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